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3 その他のご意見

・朝の交通指導で挨拶をしても
返してくれない子供がいる。
・核家族で育った子供より祖父
母と一緒に育った子供の方が
挨拶ができる傾向があるので
はないか。
・親子が会話することで心が豊
かに育ち、また学校の様子も知
ることができる。

・家庭学習を習慣づけることと、
学力を維持する一つの取り組
みとして、本読み、漢字、計算
の宿題を出すことは必要であ
る。

・地域の活動に協力してくれる
人材を発掘することは、地域の
活性化につながる。

・子供の読書活動を充実させる
ために、意欲的な保護者に学
校図書の貸し出しなどをボラン
ティアとして協力してもらえるよ
うよびかけてみてはどうか。

・挨拶をしない子供への対応は
難しいが、大人の方から挨拶を
し続けることは必要である。
・寂しさを抱いているかもしれな
い子供には関わってあげること
が大切である。

・学校ホームページについて楽
しみにしている地域の方もい
る。
・第1回目の授業参観・懇談会
に出席した保護者は学級のこ
とを聞きたいと思っている。この
機に担任から学級のことを発
信してくれると、学級での子供
の様子を知ることができ、次回
の懇談会に出席する保護者も
増えるのではないか。

和歌山市立　新南小学校

ゆたかな心 確かな学力

妥当である

地域とともにある学校

・妥当である。 ・妥当である。 ・妥当である。
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豊かな心をもち、主体的に生きる子どもを育成する
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・地域の方の見守りの協力で子供への目配りができている。

・子供が運動する機会をできる
だけ多くつくり、楽しみながら意
欲的に体力作りができるように
取り組んでいってはどうか。

・体力をつけるための取り組み
は必要である。
・体力作りの一環としてもっと縄
跳びを行ってもいいのではない
か。

・妥当である。

・妥当である

体力の向上

・妥当である ・妥当である


